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天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

し
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の「
商

工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
、
商
工
会
全
国
大
会
」が
十
一

月
二
十
六
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
全
国
の
商
工
会
役
員
や

会
員
、
青
年
部
・
女
性
部
員
等
約

一
万
名
が
一
堂
に
会
し
、
本
県
か

ら
は
約
三
百
名
が
出
席
し
た
。

全
国
の
商
工
会
役
員
等
一
万
名
が
一
堂
に
会
し
、

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年

「
記
念
式
典
、商
工
会
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
る

天皇・皇后両陛下等をお迎えし、盛大に開催された商工会法施行50周年「記念式典、商工会全国大会」

●
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年

　
記
念
式
典

　

本
年
度
は
、
昭
和
三
十
五
年
六
月

十
日
に
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る

法
律
（
商
工
会
法
）
が
施
行
さ
れ
て

以
来
、
五
十
年
の
節
目
の
年
に
当
た

る
。

　

式
典
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が

ご
臨
席
さ
れ
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を

賜
る
と
と
も
に
、
古
川
元
久
内
閣
官

房
副
長
官
（
内
閣
総
理
大
臣
代
理
）、

池
田
元
久
経
済
産
業
副
大
臣
（
経
済

産
業
大
臣
代
理
）
か
ら
祝
辞
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
元
県
商
工
労
働
部
長
の
高

原
一
郎
中
小
企
業
庁
長
官
も
出
席
さ

れ
た
。

　

石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合
会
長

は
『
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席

を
仰
ぎ
、
ま
た
内
閣
総
理
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご

来
賓
等
の
ご
参
列
を
賜
り
挙
行
し
た

「
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
」
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
次
な

る
五
十
年
に
向
け
、
全
国
の
会
員
と

と
も
に
「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商

工
会
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
改
め

て
再
認
識
し
、
そ
の
使
命
で
あ
る
徹

底
し
た
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
、
地
域
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の
活
性
化
並
び
に
中
小
企
業
の
振
興

発
展
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
い
き
た
い
』
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

天
皇
陛
下
か
ら
「
近
年
の
困
難
な

経
済
状
況
に
加
え
、
過
疎
化
や
高

齢
化
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
社
会
に

と
り
、
地
域
に
根
差
し
た
商
工
会
の

幅
広
い
活
動
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
今
後
と
も
、
中
小
企
業

の
活
性
化
と
地
域
の
振
興
に
、
引
き

続
き
、
尽
力
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る

と
と
も
に
、
商
工
会
の
一
層
の
発
展

を
願
い
ま
す
」
と
の
激
励
の
お
言
葉

が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
石
澤
会
長
は
十
一
月
十
一

日
、
皇
居
に
お
い
て
、
記
念
式
典
の

ご
臨
席
に
当
た
り
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
に
、
商
工
会
の
現
状
に
つ
い
て

ご
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
亘
っ
て
、
経

営
改
善
普
及
事
業
等
の
商
工
会
事
業

に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
等
に
、
経

済
産
業
大
臣
表
彰
や
中
小
企
業
庁
長

官
表
彰
等
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ

た
。●

商
工
会
全
国
大
会

　

式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
「
商
工

会
法
施
行
五
十
周
年
記
念 

商
工
会
全 日本武道館にお着きになった両陛下を出迎える石澤会長ら（右）

式辞を述べる石澤会長（左）と天皇・皇后両陛下

国
大
会
」
で
、
石
澤
会
長
は
『
商
工

会
法
施
行
か
ら
五
十
年
を
経
た
今
、

「
商
工
会
は
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提

案
し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
巡
回
訪
問

の
強
化
等
に
よ
る
絶
え
間
の
な
い

き
め
細
や
か
な
支
援
と
と
も
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
へ
の
役
割
も

担
っ
て
い
き
た
い
。
関
係
各
位
の
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜

り
た
い
』
と
挨
拶
し
た
。

　

中
山
義
活
経
済
産
業
大
臣
政
務
官

か
ら
は
「
中
小
・
小
規
模
企
業
が
抱

え
る
資
金
繰
り
や
販
路
開
拓
、
海
外

展
開
な
ど
の
諸
問
題
へ
の
支
援
を
全

力
を
あ
げ
て
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
政
党
代
表
と
し
て
、
岡
田

克
也
民
主
党
幹
事
長
、
谷
垣
禎
一
自

民
党
総
裁
、
井
上
義
久
公
明
党
幹
事

長
、
下
地
幹
郎
国
民
新
党
幹
事
長
よ

り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

大
会
で
は
、
以
下
の
三
項
目
に
つ

い
て
「
大
会
決
議
」
が
な
さ
れ
た
。

一
．
景
気
対
策
の
実
行
、
中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充

一
．
生
活
の
場
と
し
て
の
地
方
の

活
力
の
再
生

一
．
巡
回
訪
問
の
強
化
等
に
よ
る

会
員
満
足
度
の
向
上

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
被
表
彰
者
名
簿

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◇
経
済
産
業
大
臣
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

石
澤　

義
文　
（
県
商
工
会
連
合
会
会
長
・
高
岡
市
商
工
会
）

　

大
井　

裕
久　
（
朝
日
町
商
工
会
会
長
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

夏
野　

麗
子　
（
県
女
性
部
連
合
会
会
長
・
射
水
市
商
工
会
）

◇
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

野
村　

正
也　
（
富
山
市
南
商
工
会
会
長
）

　

大
西　

正
隆　
（
南
砺
市
商
工
会
理
事
）

◇
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

富 

山 

市 

南 

商 

工 

会

【
役
員
功
労
者
】

　

西
村　

亮
彦　
（
南
砺
市
商
工
会
会
長
）

　

山
崎　

清
孝　
（
高
岡
市
商
工
会
理
事
）

　

干
野　

政
功　
（
小
矢
部
市
商
工
会
監
事
）

　

島
田　

一
朗　
（
小
矢
部
市
商
工
会
〔
津
沢
理
事
〕）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

徳
永
た
つ
子　
（
県
女
性
部
連
合
会
副
会
長
・
射
水
市
商
工
会
）

　

有
沢　

光
子　
（
県
女
性
部
連
合
会
監
事
・
富
山
市
北
商
工
会
）

【
事
業
推
進
優
良
商
工
会
・
貯
蓄
共
済
部
門
】

　

南 

砺 

市 

商 

工 

会

　

小 

矢 

部 

商 

工 

会

【
貯
蓄
共
済
・
役
職
員
功
労
者
表
彰
】

　

花
島　

榮
一　
（
南
砺
市
商
工
会
副
会
長
）

　

林　
　

説
則　
（
小
矢
部
市
商
工
会
会
長
）

　

上
田　

久
之　
（
高
岡
市
商
工
会
理
事
）

　

串
田　

伸
男　
（
射
水
市
商
工
会
会
長
）

　

上
田　

昭
二　
（
庄
川
町
商
工
会
理
事
）

【
会
員
福
祉
共
済
・
役
職
員
功
労
者
表
彰
】

　

大
西　

正
隆　
（
南
砺
市
商
工
会
理
事
）

　

府
録　

弘
之　
（
小
矢
部
市
商
工
会
副
会
長
）

　

越
井　

政
雄　
（
高
岡
市
商
工
会
顧
問
）
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県
商
工
会
連
合
会
が
「
平
成

二
十
二
年
度 

富
山
県
功
労
表
彰
」
を

受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
表
彰

式
・
祝
賀
会
が
十
一
月
二
日
、
県
庁

等
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
県
商
工
会
連
合

会
及
び
県
下
全
て
の
商
工
会
が
、
多

年
に
わ
た
り
、
中
小
企
業
の
経
営
基

盤
の
拡
充
強
化
に
努
め
た
こ
と
、
県

内
商
工
会
の
合
併
再
編
を
実
現
さ
せ

た
こ
と
等
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
、
石
井
知
事
よ
り
表
彰
状
等
の

授
与
が
あ
っ
た
。

　

十
一
月
二
日
、
富
山
県
議
会

議
事
堂
に
お
い
て
、
自
由
民
主

党
富
山
県
連
政
務
調
査
会
の
経

済
・
建
設
部
会
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度

の
中
小
企
業
対
策
予
算
要
望
等

を
行
っ
た
。

　

同
部
会
に
は
、
自
民
党
か
ら

渡
辺
守
人
部
会
長
、
山
本
徹

副
部
会
長
、
梶
敬
信
氏
、
仲
外

喜
雄
氏
、
稗
苗
清
吉
氏
の
各
県

議
と
富
山
県
内
の
総
合
経
済
団

体
や
建
設
業
等
の
業
界
団
体

（
十
六
団
体
）
の
代
表
が
出
席

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
要
望

が
行
わ
れ
た
。

　

特
に
商
工
会
と
し
て
は
、
全

国
商
工
会
連
合
会
を
は
じ
め
と

し
た
中
小
企
業
関
係
四
団
体
が

全
国
各
地
域
で
地
方
集
会
や
政

党
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
要

請
し
て
い
く
と
し
た
「
中
小
企

業
の
危
機
克
服
・
地
域
活
性
化

に
関
す
る
重
点
要
望
事
項
」
を

要
望
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
①
円
高
対

策
と
補
正
予
算
の
早
期
編
成
・

　

今
後
は
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
よ
り

一
層
商
工
業
者
へ
の
支
援
と
地
域
の

振
興
発
展
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
関
係
者
が
決
意
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
商
工
会
連
合
会 

「
富
山
県
功
労
表
彰
」を
受
け
る

県庁で執り行われた「富山県功労表彰式」

自民党政調会経済建設部会の渡辺守人部会長（右）、山本徹副部会長（右から２人目）に要望する大上事務局長

石井知事から表彰を受ける西村県商工会
連合会副会長（左）と山本専務理事（中央）授与された表彰状と盾（たて）

商工
春
秋
十
二
月
に
入

り
、
冬
将
軍
の

到
来
が
い
よ
い
よ
間
近
に

迫
っ
て
き
た
。
依
然
と
し
て
厳
し

さ
の
続
く
経
済
情
勢
や
先
行
き
の

不
透
明
さ
か
ら
か
、
安
価
で
暖
房

費
の
節
約
に
つ
な
が
る
、
窓
に
張

る
断
熱
シ
ー
ト
や
温
風
ダ
ク
ト
な

ど
の
「
省
エ
ネ
グ
ッ
ズ
」
の
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
▼
政
府

も
家
電
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
や
エ
コ
カ
ー
補
助
金
・
減
税
な

ど
の
導
入
で
、
景
気
浮
揚
へ
の
刺

激
と
環
境
へ
の
配
慮
等
を
狙
っ
た

様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
き
た

▼
エ
コ
や
省
エ
ネ
と
い
う
言
葉

は
、
経
済
的
な
効
果
の
如
何
を
問

わ
ず
、
私
達
の
身
の
回
り
の
至
る

所
で
使
わ
れ
て
い
る
。
高
度
経
済

成
長
期
に
は
「
消
費
は
美
徳
」「
使

い
捨
て
の
時
代
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
近
年
は
考
え
方
が
一

変
し
、
節
約
志
向
が
定
着
し
た
▼

消
費
者
の
購
買
行
動
は
、
時
代
と

と
も
に
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
消
費
行
動
の
変
化
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、
今
一
度
、
原
点
に
立

ち
返
っ
た
消
費
者
目
線
で
の
経
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

自
民
党
政
調
会
へ

中
小
企
業
の
危
機
克
服
・
地
域
活
性
化
を
要
望

執
行
、
②
成
長
重
視
の
二
十
三
年
度
予

算
編
成
と
新
成
長
戦
略
の
本
格
実
施
、

③
中
小
企
業
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
重

要
課
題
へ
の
対
応
等
で
あ
る
。
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川
原
敏
彦
氏
は
、
昭
和
六

十
年
か
ら
町
議
を
二
期
（
五

年
五
カ
月
）、
平
成
三
年
か
ら

県
議
を
三
期
（
十
二
年
）
務

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
商
工
会

活
動
に
お
い
て
も
、
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
長
や
県
商

工
同
友
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
長

と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
等
を
通
じ
て
地
域
商
工

業
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
て
今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。

晴れの栄誉に輝く
川原敏彦氏

県の11月補正予算案が編成されました。そのうち、商工関係予算案の概要は以下のとおりです。

中小企業支援・雇用対策

経済変動対策緊急融資枠の拡大と「円高対策枠」の創設   （預託額） 25億円
追加融資枠１００億円（４倍協調）　うち円高対策枠５０億円
＊当初予算計上枠300億円に上積みし、年度末までの融資枠を確保するとともに、円高により影響を受ける
  県内中小企業者に対する金融支援を拡充

拡

拡

拡

拡

販路開拓総合助成事業費補助金（海外分）の拡大　　３，０００千円
＊８月に開催した「富山県ものづくり総合見本市」などを契機とした、県内事業者の海外での販路開拓に向けた
  取組みを支援

＊離職者の円滑な就業を推進するため、ものづくりや農林水産、観光など10の重点分野の事業を行う県内企業等に
  委託して訓練付雇用の事業を実施　他

＊県内企業等に委託し、新規学卒未内定者等を１年間雇用して実習（ＯＪＴ）及び研修（ＯＦＦ－ＪＴ）を行うことにより
  「実践的な人材養成モデル」を開発
＊新規学卒者の厳しい就職状況を踏まえ、９月補正で設定した３５人分に１５人分を追加

雇用創出基金活用事業の追加　　４３，４５３千円
　　重点成長分野人材育成プログラム事業（２３，５２８千円）など

県内企業人材養成モデル開発事業の拡充　　（債務負担行為の追加　５２，５００千円）

県の11月補正予算案平成２2年度 （商工関係）

クト」のご案内プロジプ「新卒者就職実現プロジェクト」」プププ ェェ ごごロロジェクト」の「新卒者就職実現プロジェクト」のご案内「新卒者就職実現プロジェクト」のご案内「新卒者就職実現プロジェクト」のご案内
　ハロ－ワ－クでは、国の経済対策に基づき、新卒者に対する様々な就職支援を実施しています。
　その中で、卒業後３年以内の就職活動を継続している方を対象とした助成制度は以下の通りです。

【３年以内既卒者トライアル雇用奨励金】
　卒業後も就職活動を継続中の新規学卒者（中学・高校・大学等を卒業後３年以内の方）を正規雇用へ向
けて育成するために、まずは有期雇用（原則３ヵ月）で雇用し、その後、正規雇用に移行させた事業主の方
に奨励金を支給します。
●有期雇用期間（原則３ヵ月）　
　対象者１人につき月額10万円（最大30万円）
●有期雇用終了後の正規雇用での雇入れ
　対象者１人につき50万円（雇入れから３ヵ月経過後に支給）

【３年以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金】
　卒業後３年以内の大学等の既卒者も応募可能な新卒求人を、ハロ－ワ－クに提出いただき、３年以内既
卒者を正規雇用として雇い入れた事業主の方に奨励金を支給します。
●正規雇用での雇入れから６ヵ月経過後に、100万円を支給
　＜奨励金の支給は同一事業所に１回（100万円）限りとなります＞
＊奨励金の支給には一定の要件がありますので、ご利用にあたっては、富山労働局又は最寄りのハロー
ワークにお問い合わせ下さい。
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と
や
ま
の
食
マ
ッ
チ
ン
グ
懇
談
会

「
販
路
拡
大
の
た
め
の
商
談
会
」を
開
催

　

県
商
工
会
連
合
会
は
十
一
月
五
日
、
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
と
や
ま

の
食
マ
ッ
チ
ン
グ
懇
談
会
～
販
路
拡
大
の
た
め
の
商
談
会
」
を
開
催
し
た
。
県
内

の
食
品
製
造
小
売
業
者
な
ど
二
十
三
社
が
参
加
し
、
大
手
食
品
ス
ー
パ
ー
等
八
社

の
バ
イ
ヤ
ー
に
自
慢
の
商
品
を
売
り
込
ん
だ
。

　

商
談
会
は
、
首
都
圏
へ
の
販
路
拡

大
等
を
目
的
に
、
十
月
十
五
日
に
実

施
し
た
「
商
談
会
を
成
功
に
導
く
セ

ミ
ナ
ー
」
を
経
て
開
催
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
た
バ

イ
ヤ
ー
と
商
談
し
、
試
食
品
や
Ｐ
Ｒ

資
料
を
片
手
に
自
社
商
品
の
ポ
イ
ン

ト
を
熱
心
に
説
明
し
た
。

　

一
方
、
バ
イ
ヤ
ー
は
、
試
飲
・
試

食
で
味
を
確
か
め
た
り
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
、

物
流
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
「
商
品
評
価
シ
ー
ト
」
を
作
成
し

た
。
そ
の
中
に
は
短
い
時
間
で
商
談

成
立
し
た
も
の
も
あ
り
、
参
加
事
業

者
か
ら
は
「
今
後
の
商
品
開
発
に
向

け
、
バ
イ
ヤ
ー
の
意
見
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
数
多
く

聞
か
れ
た
。

　

本
会
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
商

品
評
価
シ
ー
ト
を
事
業
者
へ
フ
ィ
ー

　

本
事
業
は
県
立
大
学
の
学
生
を

研
究
人
材
と
し
て
迎
え
、
県
内
の

も
の
づ
く
り
企
業
へ
生
産
管
理
部

長
と
し
て
派
遣
し
、
既
知
に
と
ら

わ
れ
な
い
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
製
造
現

場
の
診
断
を
行
う
と
と
も
に
、
優

れ
た
技
術
を
持
つ
県
内
企
業
の
存

在
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。
十
月

十
四
日
に
泉
洋
化
工
㈱
（
小
矢
部

市
）、
同
十
五
日
に
は
㈱
な
か
た
に

印
刷
（
富
山
市
婦
中
町
）、
同
二
十

日
に
は
㈱
Ｋ
Ｅ
Ｃ
（
富
山
市
中
大

久
保
）
の
三
企
業
に
お
い
て
、
県

立
大
学
の
学
生
十
二
名
が
三
班
に

わ
か
れ
、
製
造
現
場
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
た
。

　

各
企
業
の
社
長
等
の
説
明
で
工

場
内
を
見
て
回
っ
た
学
生
達
は
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
布
目
中
小
企
業

診
断
士
の
指
導
の
下
「
生
産
管
理

部
長
」
と
し
て
、
５
Ｓ
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）
の
視

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
自
社
商
品

の
強
み
・
弱
み
を
把
握
し
て
も
ら
い
、

今
後
の
商
品
開
発
に
役
立
て
て
も
ら

う
と
と
も
に
「
特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク

事
業
」、「
物
産
展
へ
の
出
品
」
等
を

活
用
し
、
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
等

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

点
で
製
造
現
場
を
確
認
し
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
等
を
作
成
し
た
。

　

本
報
告
会
で
、
学
生
達
は
診

断
結
果
を
も
と
に
企
業
に
対
し
、

所
感
や
改
善
事
項
等
の
提
案
を

行
っ
た
。

　
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
十
六
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
企
業
や
県
立
大
学
、
県
等
の
関
係
者
を
集
め
「
研
究
人
材
能
力
活
用

事
業
（
生
産
管
理
部
長
体
験
事
業
）」
報
告
会
を
開
催
し
た
。

研究人材能力活用事業（生産管理部長体験）の報告会で発表する県立大学生

バイヤーと商談する食品製造小売業者
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■
企
業
名　

㈱
北
陸
セ
イ
デ
ン

■
代　

表　

長
岡　

壯
登
裕

■
所
在
地　

富
山
市
婦
中
町
荻
島

　

字
向
島
二
九
六
七
―
一

■
業　

種　

そ
の
他
の
製
造
業

■
経
営
革
新
計
画
の
テ
ー
マ　

　

カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
か
ら
上
塗

り
塗
装
ま
で
の
金
属
部
品
等
へ
の

塗
装
業
務
を
自
社
内
で
一
貫
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
導
入

【
新
規
性
に
つ
い
て
】

　

同
社
は
、
溶
剤
塗
装
や
粉
体
塗

装
に
よ
り
、
各
種
金
属
部
品
等
へ

の
塗
装
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　

カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
と
は
、
水

性
塗
料
の
プ
ー
ル
内
に
部
品
を
浸

漬
し
、
通
電
す
る
こ
と
で
塗
装
す

る
や
り
方
で
、
従
来
は
、
機
械
で

の
吹
き
つ
け
と
併
せ
て
、
職
人
に

よ
る
手
作
業
が
必
要
で
し
た
。
カ

チ
オ
ン
電
着
塗
装
で
は
、
塗
料
の

濃
度
や
温
度
、
ラ
イ
ン
速
度
、
乾

燥
炉
の
管
理
等
が
な
さ
れ
て
い
れ

ば
、
職
人
に
よ
る
塗
装
の
技
術
は

無
く
て
も
塗
装
加
工
の
品
質
を
一

定
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
特
長
が

あ
り
ま
す
。
県
内
に
は
、
カ
チ
オ

ン
電
着
塗
装
設
備
を
持
つ
企
業
が

一
社
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
企
業
は

上
塗
り
塗
装
設
備
は
導
入
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

同
社
は
、
そ
の
こ
と
に
目
を
向

け
、
カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
か
ら
上

塗
り
塗
装
ま
で
の
塗
装
業
務
を
自

社
内
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
県
内
初
と
な
る
一
貫
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
、
顧
客
に
と
っ
て
管

理
コ
ス
ト
の
低
減
と
な
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
、
受
注
拡
大
に
繋

が
り
ま
し
た
。

【
販
路
に
つ
い
て
】

　

販
路
に
つ
い
て
は
、
電
着
塗
装

が
必
要
な
建
設
機
械
や
自
動
車
・

バ
ス
等
部
品
の
受
注
拡
大
が
今
後

見
込
ま
れ
、
三
年
後
を
目
途
に
石

川
県
な
ど
県
外
へ
の
進
出
を
考
え

て
い
ま
す
。

｜
経
営
革
新
計
画
認
定
事
例
紹
介
｜

自
社
内
に「
金
属
部
品
の
塗
装
業
務

一
貫
シ
ス
テ
ム
」を
導
入

経
営
の
お
得
な
お
話
！ 

経
営
支
援
シ
リ
ー
ズ
⑦

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

エントリ－事業所募集！エントリ－事業所募集！エントリ－事業所募集！
参加無料

■商談日／平成２３年３月１日（火）～３日（木）
■エントリ－受付／平成２３年１月７日（金）まで
■商談会場／富山国際会議場　　■参加資格／富山県・石川県・福井県の商工会議所・商工会会員

【北陸３県の事業所と商談のチャンス】
　富山・石川・福井の商工会議所・商工会が連携して行
う完全事前予約型の商談会です。エントリ－していただけ
れば、他のエントリ－事業所との商談のチャンスを設けま
す。北陸３県の商工会議所・商工会の会員であれば、業
種・業態、規模に関わらず参加できます。

【エントリ－メリット】
●ビジネスチャンスが広がります！
　・販路拡大に活かす絶好の機会です。
　・事業提携できるパ－トナ－を探せます。
　・思いもよらない出会いも期待できます。
●効率的で効果的な営業活動ができます！
　・日頃はなかなか会えない企業と商談できます。
　・事前予約制だから、時間を有効に使えます。
　・幅広い業種の情報が一度に収集できます。

【エントリ－から商談までの主な流れ】
①エントリ－申込
　商談会に参加するには、まずエントリ－して頂くことが
必要です。富山商工会議所ＨＰからも申し込みできま
す。

②商談依頼先を探して、商談申込
　エントリ－事業所のリストをエントリ－事業所に公開しま
す。リストから商談したい相手を見つけたら、事務局へ
商談申込み。

③商談の調整を行い、双方の事業所が合意した場合、商
談日時をご案内し、商談日当日を迎えます。

＜お申し込み・お問い合わせ＞
事務局　富山商工会議所　中小企業支援部専門相談課
☎076-423-1172　URL http://www.ccis-toyama.or.jp/toyama/

未来のビジネスパ－トナ－と出会う商談会！！

第５回 「とやまビジネスドラフト」
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コース名及び研修テーマ 日　程 主な内容

生産性向上コース２
生産現場の工程分析と
　　　　　　　　品質管理の改善

２月   １ ・  ２ 日
15・16 日

 22・23 日
（６日間）

１　生産現場の工程改善の進め方
２　標準作業による改善の進め方
３　生産現場における品質改善の進め方

中小企業の経営戦略コース
財務分析と環境分析から作る
　　　　　　　経営戦略基礎講座
―まずは黒字安定経営、そして
　高収益経営へのシナリオ作り―

２月　８ ・ ９ 日
　　17・18 日
（４日間）

１　新しい競争時代の到来と経営戦略の必要性
２　外部環境と内部環境の現状と将来
３　ドメインを見直す―何故○○屋は衰退するのか
４　財務分析の基礎
５　どの様にして安定黒字経営のビジネスモデルを作るのか
６　どの様にして高収益ビジネスモデルへ進化させるのか

※お申し込み・お問い合わせは、富山県商工会連合会　広域指導課まで。　〒 930-0855　富山市赤江町１番７号
TEL 076(441)2716　FAX 076(433)8031　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp/~daigaku/

子
供
達
が
地
域
の「
も
の
づ
く
り
」を
体
験
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業

　

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
は
、
十
一
月
十
三
日

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
ｉ
ｎ
や
つ
お
」

を
実
施
し
た
。
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
な
り
ひ
ら
風
の
市
」
に
併
せ
て
行
わ
れ
、
木
工
芸

や
金
工
芸
、
紙
す
き
、
布
あ
そ
び
の
四
コ
ー
ス
で
、

も
の
づ
く
り
を
体
験
し
、
二
〇
八
名
の
児
童
が
参

加
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
で
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
（
専
門
の
講
師
）

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
木
製
本
棚
の
作
成
、
金

属
の
板
で
の
レ
リ
ー
フ
（
浮
彫
）
作
り
、
伝
統
工

芸
の
和
紙
す
き
、
布
を
使
っ
た
小
物
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
制
作
な
ど
を
通
じ
、
匠
の
技
や
伝
統
工
芸

等
を
直
接
肌
で
感
じ
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
初
め
て
経
験

す
る
こ
と
も
多
く
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
職
人
に
な
っ
た
気
分
で
作

業
を
す
す
め
、
完
成
さ
せ
た
達
成
感

を
味
わ
う
と
と
も
に
「
も
の
づ
く
り
」

へ
の
深
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
。金属の板でレリーフ（浮彫）

作りをする児童たち

富山県中小企業大学　ご案内

県内商工会では
「年末金融相談窓口」を開設します！

〜 短期コース 2月講座カリキュラム 〜

商工会では年末の緊急の金融相談案件に対応するため
「年末金融相談窓口」を開設しております。

商工会名
開設支所等

12月29日（水） 12月30日（木）
朝日町

入善町商工会 朝日町商工会入善町
宇奈月町
上市町 上市町商工会 ※

立山舟橋 本所（立山） ※
富山市南 各支部センター 大沢野支部センター ※

富山市八尾山田 富山市八尾山田商工会
富山市北 本所・各支所 本所（和合） ※
射水市 本所（小杉）

高岡市 本部・各支所 本部（戸出）
・福岡支所

小矢部市 本所（小矢部）・津沢支所 ※
庄川町 庄川町商工会
南砺市 本部（福光）・各事務所

県連合会 （各商工会への連絡体制をとります）
電話 076-441-2716

※開設時間は 9:00 ～ 15:00 です。（「※」は 30 日、正午まで）
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牛岳スキ－場 元旦大ビンゴ大会

厄払い鯉の放流

風の盆ステ－ジ

冬のふれあい 新春なべ祭

東海北陸スノ－ボ－ド技術選手権大会

四季の五箇山「雪あかり」
岩瀬家・行徳寺山門ライトアップ

１／１（祝）

１／７（金）

１／８（土）・２２（土）

１／１０（祝）

１／２９（土）～３０（日）

１／２９（土）～３０（日）

牛岳温泉スキ－センタ－

庄川町商工会

越中八尾観光協会

高岡市商工会戸出支所

牛岳温泉スキ－センタ－

五箇山観光総合案内所

076-457-2044

0763-82-1155

076-454-5138

0766-63-0792

076-457-2044

0763-66-2468

イベント名 開 催 日 お問合せ先

1 月月各地の

「人権啓発講演会」参加者募集「人権啓発講演会」参加者募集「人権啓発講演会」参加者募集

◆申込・照会先
　富山県商工労働部商業まちづくり課  企画振興係
　TEL　０７６－４４４－３２５１
　FAX　０７６－４４４－４４０３
　FAXまたは下記アドレスのお問い合わせフォームにて
　 ・タイトル（人権啓発講演会）
　 ・内容（参加企業名、受講者氏名）をご記入の上、お申込み下さい。
申込アドレス　http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1306/index.html

入場
無料
入場
無料

クラシエホールディングス株式会社
コンプライアンス統括部
人権啓発推進委員会事務局所管

大阪同和・人権問題企業連絡会　広報委員長
同　啓発講師団メンバー

2月 7日（月）
平成23年

富山県中小企業研修センター（富山市赤江町１－７）

開催日時開催日時

開催場所開催場所

講　　師講　　師

中山久夫氏

13：30～15：30

テーマテーマ 職場における人権研修

小規模事業者の方々の
　　資金繰りを支援します

（小規模事業者経営改善資金貸付）
「マル経融資制度」をご利用下さい！「マル経融資制度」をご利用下さい！「マル経融資制度」をご利用下さい！

設備資金については、特例制度により
当初２年間の貸付利率が

0.5％（年利） 
引き下げとなります。

（平成23年3月31日まで）

融資限度額

返済期間

担保・保証人
利　　率

１,５００万円
運転資金　７年以内（据置期間１年以内）
設備資金　１０年以内（据置期間２年以内）
不要です（本人保証も不要です）
１．85％（平成２２年11月29日現在）

※詳しくは最寄りの商工会にご相談下さい。

マル経融資制度
の内容

日本政策金融公庫
国 民 生 活 事 業（ ）
マル経融資制度

の内容
日本政策金融公庫
国 民 生 活 事 業（ ）

工業統計調査にご協力をお願いします
製造事業所の皆様へ

工業統計調査にご協力をお願いします
　製造業の実態を明らかにすることを目的にして、
平成22年工業統計調査が本年12月31日現在で実
施されます。
　調査の実施にあたっては、本年12月から来年1月に
かけて県知事が任命した調査員がお伺いします。調査票
にご記入していただいた内容については、統計法に基づ
き秘密が厳守されますので、正確な記入をお願いいたし
ます。
　なお、工業統計調査の結果については、富山県ホーム
ページの「とやま統計ワールド」で閲覧することができま
す。
http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/index2.html

〈お問い合わせ先〉
県統計調査課商工係（TEL 076－444－3193）

貴事業所所在の市町村統計担当課

【事業内容】
システム開発受託、保守および運用支援
コンピューターおよび周辺機器の販売・保守
システム導入・利用のコンサルティング　等

コスト削減に直結するサービスもご提供致します。
3次元模型製作・バッテリー再生・消耗品販売・ＯＡ機器販売、修理

弊社営業スタッフにお気軽にお問い合わせ下さい。

株式会社 ダイアレクティック
富山本社：富山県富山市上袋 221-1
　　　　　TEL076(493)7201
　　　　　FAX076(491)6473

Dialectic
編
集
後
記 

…
…
…
…

　

こ
の
度
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り

「
商
工
会
と
や
ま
」の
発
行
が
遅
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。


